
昔
、
鹿
屋
で
起
き
た
出
来
事
に
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
！

写真で見る「かのや」の今・昔

スプリンクラーから飛び出した水に、ドッとあがる歓声とどよめき、

万歳をする女性たち。この写真は、国営畑地かんがい事業第１号「国

営笠野原畑地かんがい事業」の「高隈ダム通水式」での一コマ。昭

和 42 年３月、高隈ダムの完成とともに、水不足に悩む笠野原台地

への通水が始まりました。この水は今でも台地を潤し続けています。

高隈ダム通水式（東原町）

札
元
方
面
↓

↑
高
隈
方
面

↑
高
隈
方
面

通水記念公園通水記念公園

553

通
称
「
水
道
線
」

通
称
「
水
道
線
」

550

通
水
式
開
催
場
所

通
水
式
開
催
場
所

　

全
国
に
及
ん
だ
南
北
朝
動
乱
期
の
14

世
紀
半
ば
、
島
津
氏う

じ
ひ
さ久
は
、
父
・
貞さ
だ
ひ
さ久

（
島
津
家
５
代
当
主
）か
ら
大
隅
守し

ゅ
ご
し
ょ
く

護
職

を
与
え
ら
れ
、
以
後
、
氏
久
は
大
姶
良

城
を
拠
点
に
大
隅
支
配
を
開
始
し
ま
し

た
。
こ
の
た
め
大
姶
良
に
は
、
氏
久
ゆ

か
り
の
史
跡
や
伝
承
が
多
く
残
っ
て
い

ま
す
。

　

正
し
ょ
う
へ
い平

18
年（
１
３
６
３
年
）、
氏
久

に
待
望
の
長
男
・
元も

と
ひ
さ久
が
誕
生
す
る
と
、

氏
久
は
、
元
久
が
無
事
に
成
長
す
る
こ

と
を
願
っ
て
、
翌
19
年（
１
３
６
４
年
）

に
八は

ち
ま
ん幡
神
社
を
建
立
し
た
と
伝
え
ら

れ
て
い
ま
す
。
御
神
体
は
、「
新
八
幡

宮
氏
久
」
と
記
さ
れ
た
黄
金
の
丸
い
鏡

だ
っ
た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
残
念

な
が
ら
現
在
は
残
っ
て
い
ま
せ
ん
。

　

元
久
の
誕
生
は
大
き
な
喜
び
だ
っ
た

の
で
し
ょ
う
。『
三さ

ん
ご
く國
名め
い
し
ょ
う勝
図ず

え会
』
に

よ
れ
ば
、
氏
久
は
、
産
湯
を
献
上
し
た

家
に「
世よ

よ々

（
代
々
）
繁
昌
せ
よ
」
と
い

う
言
葉
を
贈
り
、以
降
、同
家
は「
繁
昌
」

を
名
乗
る
よ
う
に
な
っ
た
と
伝
え
ら
れ

て
い
ま
す
。
ま
た
当
主
に
は「
孫
」
の

字
が
贈
ら
れ
、
以
来
、
代
々
の
当
主
は
、

「
孫
兵
衛
」
な
ど
、「
孫
」
の
字
が
付
い
た

名
前
を
名
乗
っ
た
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
ほ
か
、
同
家
に
は
、
馬
術
の
名

手
と
さ
れ
た
氏
久
か
ら
、
轡

く
つ
わ
や
焼や
き
い
ん印
等

の
馬
具
や
、
鞍く

ら
・
鐙
あ
ぶ
み

等
の
描
か
れ
た
書

画
な
ど
が
贈
ら
れ
た
と
あ
り
ま
す
。

　

の
ち
に
氏
久
は
志
布
志
城
を
居
城
と

し
た
後
、
鹿
児
島
に
戻
り
、
元

げ
ん
ち
ゅ
う中
４
年

（
１
３
８
７
年
）に
60
歳
で
亡
く
な
り
ま

し
た
。
氏
久
の
生
前
の
望
み
ど
お
り
、

墓
は
大
姶
良
に
建
て
ら
れ
ま
し
た
が
、

の
ち
に
島
津
家
の
菩ぼ

だ
い
じ

提
寺
・
福ふ

く
し
ょ
う
じ

昌
寺（
鹿

児
島
市
）に
移
さ
れ
ま
し
た
。

【上】八幡神社の杜
【下】島津氏久の墓跡  
 ※いずれも大姶良に残る

島
津
家
か
ら
贈
ら
れ
た「
繁

は
ん
じ
ょ
う

昌
」

昭和42年３月

繁昌家の当主に島津氏久
が贈ったとされる馬具な
どは、現在も子孫が大切
に守り継いでいる

昭昭

昔
今
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